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教科等研究会（中学校音楽部会） 

 

令和３年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

 

イメージを伝え合い、協働する喜びを感じる音楽科授業 

～主体的、対話的で深い学びを目指した授業づくりを通して～ 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 

6/7 

 

9名 

 

嘉島中 

 

8/2 

 

 

嘉島中 

 

 

福岡県教育庁 

指導主事 

中原真吾 氏  

11/16 

 

 

蘇陽中 

 

 

蘇陽中 

教諭 

井手口哲子 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

  ○第１回研修会 ６月７日 嘉島中学校 

   ・部会テーマ決め 

    昨年に引き続き、主体的、対話的で深い学びの実現を目指して、感じ取ったイメージを基に

協働する活動を充実させることで、協働する喜びを感じる音楽科授業を考えることにした。 

特に、表現領域の創作分野についてＩＣＴを活用した授業実践について研修を行い、参観授業と

授業研究会を行うこととした。 

   ・研究組織づくり 

    近隣校ごとに三地区（益城地区、御船及び近隣、山都地区）に分け、連絡の徹底が取れるよう、ま

た研究の協力体制が図れるようにした。 

    今年度は、蘇陽中学校の井手口教諭が研究授業を行うことに決まった。 

 

  ○第２回研修会 ８月２日 嘉島中学校（夏季研修会） 

   講演「音楽科授業における I C T の活用について」 

講師：福岡県教育庁教育振興部義務教育課指導主事 中原真吾 氏 

   ・講義内容 

①新学習指導要領が目指す音楽科で育成する資質・能力 

②ＩＣＴ活用の必要性 

③日常の授業におけるＩＣＴの活用実践例 

④ＩＣＴ活用の可能性 

     講義を拝聴し、新学習指導要領が目指す音楽科で育成する資質・能力は、生活や社会の中の音や

音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力であることを改めて理解し、その三つの柱について学ぶ

ことができた。 

また、ＩＣＴソフトの使い方やＩＣＴ活用の具体例等を紹介いただき、授業場面ごとに適した

ソフトがあること、またソフトごとの違いなどを学んだ。 

さらに、ＩＣＴ活用の可能性として、カスタマイズ性やポートフォリオの機能を高め、協働解

決の機会を生むことを教えていただいた。また、個々の学び方に応じて今まで引き出すことので

きなかったものを引き出すことができることや、学習の過程や成果をデジタルだからこそ残す、

振り返る、共有（児童生徒同士、教師、保護者とも）することができることを学んだ。 

 

  ○第３回研修会 １１月１６日 蘇陽中学校 

   題材名「音のつながり方の特徴を生かして、メッセージが伝わる旋律をつくろう」 

   授業者：教諭 井手口哲子（山都町立蘇陽中学校） 

 

 (2) 成果と課題 

  「本年度の成果」 

   ○ 第１回研修会では、これまでの授業実践を振り返り、できていることと、できていないこ

とを出し合い、ＩＣＴ活用と創作について研修を深めることとなった。そこで、ＩＣＴ活用

についての研修と授業研究会を行うこととなった。多くの意見が出され、研究目標を深める
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ことができた。 

   ○ 第２回研修会では、福岡県教育庁教育振興部義務教育課指導主事の中原真吾氏に依頼し、

ＺＯＯＭによる講演を行った。前半は、新学習指導要領が目指す音楽科で育成する資質・能

力について講話を頂き、目指す資質・能力について改めて学ぶことができた。  
     後半は、ＩＣＴ活用の実践例等を紹介いただき、たくさんのソフトを見聞きすることで、

それぞれのソフトの特徴や活用上の利点を理解することができた。また、多くの参加者が、

自分の授業に生かせるソフトを見つけることができた。  
○ 第３回研修会では、題材名「音のつながり方の特徴を生かして、メッセージが伝わる旋律

をつくろう」で、蘇陽中学校の井手口哲子教諭が参観授業を行い、授業後に授業研究会を開

いた。  
「自分の伝えたい思い」に着目して、それを表現するためにメロディを工夫させるという

視点は分かりやすく、生徒たちが活発な創作をすることにつながっていた。 
ＩＣＴを様々な学習場面で活用し、グループの話し合いやクラス全体での共有等ができて

おり、ＩＣＴ活用の実践例としての学びが大きかった。  
○ 研究協議では、ＩＣＴ活用の仕方について多くの質問が出された。また、創作活動のため

の基礎学習や教材づくりなど、参考となる考えを得ることができた。  
  学習構想案は、生徒の実態の記載の仕方で「ワードクラウド」を使った可視化された表示

がされており、非常に見やすく分かりやすいものであった。構想案の実践例が少ない中、貴

重な資料となった。  
○ 第４回研修会は、コロナ禍で中止となった。そのため、郡内中学校音楽担当者にアンケー

トを取り、来年度の部会テーマや研修内容について意見を求め、積極的に意見を得ることが

できた。  
  「来年度への課題」 

   ▼ 学習指導要領に沿った授業の構想をさらに深めるため、計画立案や評価のあり方、また学

習構想案について研修を行う必要がある。 

   ▼ ＩＣＴ活用について互いの実践例を出し合うなどして、この研修会をＩＣＴ活用のための

人的ネットワークや環境をつくる場としたい。 

▼ 創作について、生徒たちが互いの音楽を交流するなかで、さらに深め合える学習体験の場

づくりをどのように生み出すのか、またそのための指導方法の工夫について検討する必要が

ある。  
 

４ 実践事例 

題材名「音のつながり方の特徴を生かして、メッセージが伝わる旋律をつくろう」 

   授業者：教諭 井手口哲子（山都町立蘇陽中学校） 

 (1) 授業の概要 

自分が作った歌詞を基に、言葉の抑揚や言葉のリズムを工夫して、メロディづくりを行っ

た。生徒は自分のタブレットを活用し、旋律やリズムを確認したり、友達に聞いてもらって

意見をもらったりして、よりよいメロディへと作り直していた。  
また、出来上がったメロディはクラウドに上げて、大型テレビで写して教師の解説ととも

に共有できるなど、ＩＣＴ活用が図られていた。  

  
グループで話し合いながら創作をしている様子  生徒の作品を大型テレビに映し説明している様子 
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 (2) 学習構想案 
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２ 題材における系統及び生徒の実態（省略） 

 

  


